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市
制
八
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
取
り
組
み
、
平
成
七

年
六
月
一
日
に
開
院
い
た
し

ま
し
た
長
野
市
民
病
院
が
、

こ
の
度
開
院
五
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
地
域
の
皆
様
、
医
師

会
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
は
、
開
院

当
初
か
ら
最
新
の
設
備
と
医

療
機
器
を
整
え
、
優
秀
な
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の

精
神
を
守
り
、
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
温
も
り
と
安
ら
ぎ
の
感

じ
ら
れ
る
市
民
病
院
と
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康

を
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

六
診
療
科
百
五
十
床
で
開

院
し
た
市
民
病
院
も
、
現
在

で
は
十
八
診
療
科
三
百
床
に

診
療
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
外
来
診
療

室
・
手
術
室
等
の
増
改
築
工

事
も
完
了
し
、
患
者
数
の
順

調
な
推
移
に
併
せ
、
設
備
面

で
の
充
実
と
利
便
性
の
向
上

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
、

世
界
に
類
を
見
な
い
急
速
な

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

医
療
機
関
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
開
院
五
周

年
を
契
機
に
、
患
者
の
皆
様

の
ご
要
望
に
適
切
に
対
応

し
、
地
域
の
中
核
的
病
院
と

し
て
の
使
命
を
果
た
す
と
と

も
に
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
長
寿
社
会
に
貢
献
で
き

ま
す
よ
う
職
員
と
も
ど
も
積

極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
市
民
の
長
い
間
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
市
民
病
院

が
熱
い
期
待
の
も
と
に
平
成

七
年
六
月
に
産
声
を
上
げ
て

か
ら
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

建
設
に
至
る
ま
で
に
、
市

行
政
、
市
議
会
側
と
市
医
師

会
側
と
が
頻
回
に
真
剣
な
討

議
を
重
ね
、
各
方
面
の
病
院

の
視
察
等
々
の
慎
重
な
検
討

に
よ
り
病
院
の
基
本
構
想
が

決
定
さ
れ
現
在
の
姿
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
直
接

御
努
力
さ
れ
ま
し
た
方
々
に

深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
開
院
時
よ
り
現
在

に
至
る
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の「
は
づ
き
の
会
」の
皆
様
、

長
野
北
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
長
野
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
長
野
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
、
生
け
花
の
「
草
月

流
」
の
皆
様
は
じ
め
個
々
の

市
民
の
皆
様
か
ら
も
温
か
い

ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
も
心
か
ら
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
お
よ
び
近
隣

の
各
医
療
機
関
か
ら
多
く
の

患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
頂
き
な

が
ら
診
療
連
携
を
緊
密
に
保

ち
地
域
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
中
核
的
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し

て
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
、医
療
を
め
ぐ
る
社
会
、

経
済
状
況
は
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
長
野
市

民
病
院
は
多
く
の
温
か
い
御

支
援
と
、
優
秀
な
病
院
職
員

に
よ
る
高
度
先
進
医
療
を
安

全
、
確
実
に
提
供
す
る
た
ゆ

ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
診
療

内
容
充
実
と
同
時
に
運
営
の

面
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
五

年
間
に
当
初
の
予
想
を
上
回

る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

日
進
月
歩
の
医
療
の
中
で

最
新
の
医
療
と
同
時
に
患
者

さ
ん
に
優
し
い
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
一
層
の
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今

後
と
も
宜
し
く
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
開
院
五
周
年
を
記
念
し
、
日
本
消
化
器
病
学

会
甲
信
越
支
部
と
の
共
催
で
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
会
に
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
す
る

質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
ま
す
。
日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
な
ど
、
講
師
の
先
生
が

お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
長
野
市
民
病
院
医
師
に
よ
る

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
　
時

六
月
十
八
日(

日)

午
後
二
時
か
ら
五
時

会
　
　
場

若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
ビ
ッ
ク
ハ
ッ
ト
隣
）

講
　
　
演

演
題
『
胃
癌
、
大
腸
癌
か
ら
身
を
守
る
』

講
師
　
信
州
大
学
光
学
医
療
診
療
部
助
教
授

赤
松
泰
次
先
生

演
題
『
肝
臓
病
か
ら
身
を
守
る
』

講
師
　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

市
田
文
弘
先
生

形
　
　
式

講
演
、
質
疑
応
答

健
康
相
談

医
師
に
よ
る
個
別
健
康
相
談

受

講

料

無
料

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

長
野
市
民
病
院

五
周
年
を
迎
え
て

理
事
長

塚
田
　
佐

ご

挨

拶

病
院
長

古
田
精
市

理事長　塚　田　　佐

病院長　古 田　精 市



申
し
込
み
ホ
ル
ダ
ー
は
、

初
診
申
込
書
の
隣
に
あ
り

ま
す
。

③
受
付
番
号
カ
ー
ド
は
ご
自

分
で
お
持
ち
に
な
り
、
申

し
込
み
ホ
ル
ダ
ー
を
『
初

め
て
の
方
』
窓
口
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

④
診
察
券
・
カ
ル
テ
の
準
備

が
出
来
た
と
こ
ろ
で
受
付

番
号
カ
ー
ド
の
番
号
を
お

呼
び
い
た
し
ま
す
の
で
、

診
察
券
と
カ
ル
テ
を
お
受

取
り
い
た
だ
き
、
受
診
科

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

初
診
申
込
書
の
記
入
方
法

な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
常
駐
頂
い
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
づ
き

の
会
」
の
皆
さ
ん
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

市
民
病
院
の
ご
紹
介

外
来
受
診
の
手
続
き

《
初
め
て
の
方
》

長
野
市
民
病
院
に
初
め
て

受
診
さ
れ
る
方
に
は
、
ま
ず

始
め
に
『
診
察
券
』
と
『
カ

ル
テ
』
を
お
作
り
し
ま
す
の

で
、
総
合
受
付
窓
口
で
次
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
初
診
申
込
書
（
草
色
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

初
診
申
込
書
は
、
病
院

正
面
玄
関
左
側
の
記
載
机

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

②
申
し
込
み
ホ
ル
ダ
ー
（
透

明
・
受
付
番
号
カ
ー
ド
入

り
）
に
、
記
入
し
た
初
診

申
込
書
と
健
康
保
険
証
、

そ
の
他
医
療
受
給
者
証
等

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

《

再
診
の
方

》

予
約
再
診
の
方

再
診
が
必
要
な
方
に
は

会
計
の
後
に
予
約
券
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
再
診

日
に
予
約
券
と
診
察
券
を

直
接
受
診
科
窓
口
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

予
約
の
無
い
方

各
診
療
科
窓
口
で
は
、

再
診
の
受
付
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。『
再
診
の
方
』

窓
口
で
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
再
診
察
申
込
書
（
桃
色
）

に
受
診
さ
れ
る
科
を
記
入

し
、
申
し
込
み
ホ
ル
ダ
ー

に
保
険
証
・
受
診
券
と
一

緒
に
入
れ
て『
再
診
の
方
』

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
再
診
の
受
付
が
出
来
ま
し

た
ら
受
付
番
号
カ
ー
ド
の

番
号
を
お
呼
び
し
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
は
、
急
性

期
疾
患
を
中
心
と
し
た
先
端

高
度
医
療
を
重
点
に
行
い
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
医

療
の
充
実
を
中
心
と
し
、
地

域
に
開
か
れ
た
、や
さ
し
く
、

親
し
み
が
あ
り
、
安
心
感
の

も
て
る
温
か
い
病
院
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

当
院
は
三
百
床
の
入
院
設

備
と
次
の
と
お
り
十
八
の
診

療
科
が
あ
り
ま
す
。

内
科
、
消
化
器
科
、
循
環

器
科
、
呼
吸
器
科
、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
形
成
外

科
、
脳
神
経
外
科
、
婦
人
科
、

眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚

科
、
泌
尿
器
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
麻
酔
科
、

放
射
線
科
、
歯
科
口
腔
外
科

（
一
般
歯
科
は
六
十
五
歳
以

上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

外
来
診
療
の
ご
案
内

診
察
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
前
十
一
時
三
十
分

診
療
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時

休
診
日

土
・
日
曜
日
、祝
祭
日
、

国
民
の
休
日
、年
末
年
始

（
十
二
／
二
十
九
〜
一
／
三
）

『
再
診
の
方
』
窓
口
で
診

察
券
を
受
取
り
受
診
科
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
再
診
予
約
制
に
つ
い
て
》

市
民
病
院
で
は
、
受
診
さ

れ
る
皆
様
の
待
ち
時
間
を
短

く
す
る
た
め
予
約
制
を
取
っ

て
い
ま
す
が
（
た
だ
し
、
耳

鼻
咽
喉
科
は
除
く
）
、
診
察

予
約
時
間（
検
査
予
約
を
除

く
）
は
十
分
か
ら
三
十
分
単

位
で
複
数
の
方
が
予
約
さ
れ

る
た
め
、
診
察
時
間
が
ず
れ

る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

予
約
さ
れ
た
日
時
に
来
院

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

電
話
に
よ
る
再
診
予
約
受

け
付
け
・
変
更
は
午
後
一
時

か
ら
四
時
の
間
に
左
記
の
電

話
番
号
へ
お
願
い
し
ま
す
。

蕁
二
九
五
―
一
一
四
九

市
民
病
院
で
は
一
日
総
合

健
診
コ
ー
ス
の
人
間
ド
ッ
ク

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の

健
診
で
は
、
最
新
の
医
療
機

器
と
生
活
習
慣
病
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
対
す
る
十
分
な

検
査
項
目
に
よ
り
、
的
確
な

診
断
を
行
い
、
疾
病
の
早
期

発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
は
、
そ
の
日
の

内
に
印
刷
し
、
医
師
に
よ
る

医
学
的
判
断
と
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
場
合

は
栄
養
指
導
等
も
お
受
け
い

た
だ
け
ま
す
。

胃
カ
メ
ラ
検
査
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
予

約
時
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
申
し

込
み
は
、
毎
年
三
月
一
日
か

ら
、
そ
の
年
の
四
月
以
降
翌

年
三
月
末
日
ま
で
の
予
約
の

受
付
を
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

多
く
の
お
申
し
込
み
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
若
干

の
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
健
診
日

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

定
員
　
一
日
六
名

健
診
料
金

三
九
、
〇
〇
〇
円

（
税
・
昼
食
代
含
む
）

子
宮
癌
・
乳
房
癌
検
査

を
追
加
し
た
場
合

四
二
、
〇
〇
〇
円

問
合
せ
先
（
専
用
電
話
）

二
九
五
―
一
一
七
一

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

院外処方箋について

当院では、基本的に患者さんに院外処方
箋をお渡しする“医薬分業”の方式を取
っています。詳しくは、薬局受付でお尋
ねください。

保険証のご提示について

保険証等に変更のある方は、受診の前に
『再診の方』窓口へお申し出ください。
変更の無い方も、毎月初回の診察日に、
各診療科受付で確認させていただいてい
ます。

診察券について

市民病院の診察券は全診療科共通です。
来院の際は必ずご持参ください。
診察券をお忘れの場合診療時間が遅れる
ことがありますのでご注意ください。

入院されている方へのお見舞いについて

お見舞いは、平日は午後3時から午後7
時、土・日曜日、祝祭日は午前10時か
ら午後7時の間にお願いします。

外来受診申込書記載机


